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1. 人任せの社会

地域力に対する期待が高まっているが
人任せの人が増えている

なぜ、自分が動かなくても問題に対処していけるか

なぜ、近所づきあいがなくても何とかやっていけるのか


←　制度やお金で問題を解決する

近代という時代の特徴／
資本主義、法治主義

名誉革命(1688)、フランス革命(1789)　→　主権が市民に

ロック(1632～1704)、ルソー(1712～1778)、モンテスキュー(1689～1755)：　社会契約論　→　国家

アダム・スミス(1723～1790)：　国富論　→　市場

2. 制度の時代からコミュニケーションの時代へ

伊藤守「情報からコミュニケーションへの視座転換」

「現在の社会の基本的な部分は、法であれ、規則であれ、貨幣であれ、われわれ一人ひとりが個性ある主体として相互に交渉しあう苦悩とリスクを軽減するさまざまな制度的媒体によって制御されている」

「現代は、もはやそうした制度に依拠して効率的に物ごとを推し進めることを許さない。一人ひとりがリスクを背負い、苦悩に耐えながら、自己と同様に個性ある他者とコミュニケーションすることが求められる時代なのである。」

shared space

信号や標識を撤去することで自動車の運転手や歩行者の注意力を高め、交通安全を実現する手法のことである。オランダ人の交通専門家ハンス・モンデルマンが考案した　　　(Wikipedia)
3. リーダーとファシリテーター

人任せにしない、責任を押し付けない社会に

会長／　副会長／　書記／　会計：　どれになりたいか

組織や行事がうまく運営できないのはリーダーの責任？

一部の人に責任を押し付けることで、自分を楽にする

→　みんなで責任分担・役割分担

みんなをその気にさせる人　＝　ファシリテーター

ファシリテーター　＝　まちづくりの鍼灸師


東洋医学：　血や気の流れが滞る　→　病気に


血や気の流れを円滑にすることで病気を治す　←　ツボを刺激する、自然治癒力を高める

リーダー：　引っ張っていく、仕切る、指示する

ファシリテーター：　気づきを促す、みんなが動ける環境やきっかけをつくる

短期的に効果を発揮する場合はリーダー

長続きさせるにはファシリテーター

ファシリテーターになるには、待つ姿勢が必要　←　相手への信頼

4. ネットワークによる地域力の向上
leadership/ partnership

A partnership is an arrangement where entities and/or individuals agree to cooperate to advance their interests.
一人ひとりの力は小さいが、重なることで大きな力に
ネットワークの活用
情報通信技術の進展　→　ネットワーク社会へ
· 朴容寛　『ネットワーク組織論』
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Wカップサッカー日本代表・岡田監督　←　福岡伸一教授(分子生物学者)

信頼に基づく連係プレー
5. 交流の場が育むネットワーク
つながりは「呼びかけ」から生まれる

世界規模の呼びかけの場　＝　インターネット　WWW(World Wide Web)

呼びかける場所　＝　地域における交流の場

まちづくり井戸端会議の経験から

呼びかける場　＋　主体性の高い人　→　ネットワーク

大阪市立瓜破小学校（平野区）はぐくみネット（地域教育協議会）のまちづくり井戸端会議


地域コーディネーターの呼びかけ


瓜破中学校の未利用空間を畑に

組織が前提の活動展開　→　目標の共有によるタスク・フォース形成(この指とまれ方式)
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